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空間光変調技術は，所望の二次元／三次元光波場の生成・操作を可能にする汎用技術である．そ
の機能を具現化するデバイスとして，計算機合成ホログラム（CGH）は有用である．適切な空間光
変調分布を計算機であらかじめ設計し，微細加工や空間光変調器などを用いて実装される．CGH

の応用は，ディスプレイ，光インターコネクト，光マニピュレーション，顕微鏡など多岐にわたる．
しかし，CGHによる光波場の生成は光の自由空間伝搬に基づくため，回折限界による制限を受け
る．これは各種応用において，分解能，精度，密度などの性能限界を決める要因となり得る．そこ
で我々は，空間光変調技術を利用し，回折限界系で得られる単一の光スポットよりも微細な光パ
ターン・光ビームを生成する手法の開発を進めてきた [1,2]．本講演では，手法の原理や特性，応
用などを紹介し，微細光パターン生成の観点から，空間光変調技術の潜在能力を議論する．
我々の手法では複数の光スポットを配置する．そ

れらの位相を制御することで弱め合う干渉を誘起し
て，光スポット間に強度の零点を作り，光スポット
を分離するとともに微細化する．Fig. 1にサブ回折
限界光スポットアレイの生成例を示す [1]．高い開
口数のレンズを組み合わせることで，サブ波長化も
可能である．なお，本手法は高周波強調の一種であ
るため，空間光変調分布の中心部よりも周辺部の重
要性が相対的に高く，実装において注意を有する．
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Fig. 1: Example of generated subdiffraction-

limit optical pattern.

一方，空間光変調技術は，目的に応じて柔軟な対応が可能であり，基本原理をもとに多様な拡張
ができることは一つの強みである．実際，三次元多波長光パターンの生成 [2]や，薄型光シートの
生成 [3]に成功している．さらに本手法は自由空間伝搬を利用しているため，さまざまな光シス
テムに容易に組み込むことが可能である [4-6]．例えば，顕微鏡の超解像技術において照明光の役
割は大きいが，本手法で生成されるサブ波長光は照明光として有用な特性を有する．これまでに，
レーザー走査顕微鏡における分解能向上に有効であることを確認している [7]．
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